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は
じ
め
に
│
河
村
文
鳳
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
の
こ
と
ど
も
│

　

近
世
後
期
に
京
大
坂
で
活
躍
し
た
画
人
の
一
人
に
、
河
村
文
鳳
が
い
る
。
人

物
画
と
山
水
画
と
に
長
け
て
い
て
、
肉
筆
画
も
多
く
制
作
し
た
筈
だ
が
、
現
在

伝
存
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
今
日
で
は
、
む
し
ろ
、
版
行
さ
れ
た
画
譜

数
点
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
画
家
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
で

あ
ろ
う
。

　

代
表
的
な
画
譜
と
し
て
は
、『
文
鳳
麤
画
』、『
文
鳳
画
譜
』、『
帝
都
雅
景
一
覧
』、

『
文
鳳
漢
画
』、『
文
鳳
山
水
遺
稿
』
が
あ
る
。

　
『
帝
都
雅
景
一
覧
』（
初
編
上
（
東
）・
下
（
西
）
巻
、
文
化
六
年
刊
、
二
編
、

上
（
南
）・
下
（
北
）
巻
、
文
化
十
三
年
刊
）
は
、
正
岡
子
規
が
新
聞
連
載
時

の
『
病
床
六
尺
』
の
、
明
治
三
十
五
年
の
五
月
十
二
日
、
二
十
三
日
、
六
月
三

日
の
三
度
に
亘
っ
て
、
河
村
文
鳳
の
画
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
記
事

の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
て
、
近
代
文
学
研
究
者
の
着
目
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
。

子
規
は
こ
の
年
の
九
月
に
永
逝
す
る
が
、
病
床
か
ら
ほ
と
ん
ど
起
き
上
が
れ
な

い
状
態
で
、
大
阪
の
水
落
露
石
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
京
都
の
名
所
旧

跡
八
十
四
箇
所
の
画
譜
を
開
い
て
は
、
空
想
を
存
分
に
曽
遊
の
地
で
あ
る
京
都

に
馳
せ
た
こ
と
と
思
う
。
子
規
が
所
謂
「
臥
游
」
を
試
み
て
い
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
三
度
に
亘
る
記
事
は
、
概
ね
文
鳳
の
画
風
に
好
意
的
で
あ
っ
て
、

人
物
画
、
山
水
画
そ
れ
ぞ
れ
を
褒
め
て
い
る
。
露
石
の
厚
意
が
嬉
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
六
月
三
日
の
日
付
の
あ
る
二
十
二
か
ら
少
し
引
用
し

て
お
く
。

大
阪
の
露
石
か
ら
文
鳳
の
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
を
贈
つ
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
京
の
名
所
を
一
〻
寫
生
し
た
も
の
で
、
そ
の
畫
に
雅
致
の
あ
る
こ
と
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
畫
が
そ
の
名
所
の
感
じ
を
よ
く
現
は
し
て
居
る

こ
と
は
自
分
の
か
つ
て
見
て
居
る
處
の
實
景
に
比
較
し
て
見
て
わ
か
つ
て

居
る
。
他
の
處
も
必
ず
嘘
で
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
應
擧
の
畫
い
た
嵐
山

の
圖
は
全
く
の
寫
生
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
山
水
は
應
擧
と
い
へ

ど
も
、
寫
生
に
重
き
を
置
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
四
条
派
の

『
文
鳳
山
水
画
譜
』
に
見
る
賴
山
陽
の
題
画
詩
九
首
に
つ
い
て

池
　
澤
　
一
　
郎
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畫
に
は
清
水
の
櫻
、
栂
の
尾
の
紅
葉
な
ど
い
ふ
眞
景
を
寫
し
た
の
が
な
い

で
は
な
い
や
う
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
小
部
分
に
止
つ
て
し
ま

つ
て
、
全
體
か
ら
い
ふ
と
景
色
畫
は
寫
生
で
な
い
の
が
多
い
。

　
「
寫
生
」
と
い
い
、「
眞
景
」
と
い
う
。
子
規
の
俳
句
・
短
歌
革
新
を
考
え
る

際
の
鍵
語
が
、
文
鳳
の
画
風
を
考
え
る
文
章
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味

深
い
。
子
規
は
曽
遊
の
地
京
都
の
各
名
所
の
記
憶
上
の
風
景
と
文
鳳
の
画
と
を

対
比
し
て
、
文
鳳
が
応
挙
を
超
え
て
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
に
お
い
て
「
寫
生
」

を
達
成
し
て
い
た
と
評
価
す
る
が
、
後
に
「
文
鳳
山
水
遺
稿
序
」
で
賴
山
陽
が

述
べ
る
の
は
、『
帝
都
雅
景
一
覧
』
に
お
い
て
は
、
文
鳳
は
依
然
と
し
て
「
猶

ほ
写
貌
に
掣
肘
せ
ら
て
、
未
だ
大
い
に
胸
臆
を
傾
写
す
る
能
は
ず
（
原
漢
文
）」

と
批
評
さ
れ
て
い
る
。
時
代
と
画
学
、
漢
学
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
山
陽
と
子
規

と
の
「
寫
生
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
対
比
す
る
の
も
、
近
世
と
近
代
と
の
溝

を
埋
め
て
文
藝
批
評
史
を
考
え
る
の
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
漢
詩
に
お

い
て
、
子
規
は
賴
山
陽
に
傾
倒
す
る
時
期
が
あ
っ
た
。

　
『
文
鳳
麤
画
』、『
文
鳳
画
譜
』、『
文
鳳
漢
画
』
は
、
人
物
画
、
そ
れ
も
山
水

画
の
中
に
描
か
れ
る
べ
き
点
景
人
物
の
絵
手
本
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
画
譜

の
本
文
に
は
文
字
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
初
編
（
東
・
西
巻
）
に
は
、
画
題
と
し
て
画

の
餘
白
に
「
八
坂
晴
鳩
」（
巻
上
・
一
点
目
）
だ
と
か
「
霊
山
過
雨
」（
初
編
巻

上
・
二
点
目
）
だ
と
か
の
文
字
が
見
え
て
い
て
、
こ
れ
が
「
目
録
」
に
列
記
さ

れ
て
、
検
索
の
便
が
図
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
上
巻
三
点
目
、
目
録

で
は
「
清
水
寺
春
霞
」
と
あ
る
の
に
は
、
確
か
に
清
水
寺
の
舞
台
が
描
か
れ
て

い
る
画
面
に
は
そ
の
文
字
が
見
え
ず
、
替
わ
り
に
「
樓
閣
高
低
春
未
空
三
條
飛

水
／
濺
花
叢
綺
羅
人
散
黄
昏
／
後
待
月
吟
詩
芳
雪
中
」（
／
は
行
替
え
。
以
下

同
じ
）
と
い
う
二
十
八
文
字
が
画
面
左
下
の
竹
藪
に
立
ち
籠
め
る
雲
煙
が
白
ぬ

き
に
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
題
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
四
点
目
の
画
は
、
目
録
で
は

「
高
臺
秋
露
」
な
の
で
あ
る
が
、
本
文
の
画
の
左
上
の
上
空
に
「
高
臺
／
秋
草

／
錦
剪
／
入
幾
／
人
詩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
点
目
は
七
言
絶
句
で
、
四
点

目
は
五
言
二
句
で
あ
る
。
五
点
目
は
「
雙
林
暮
月
」
と
目
録
に
あ
り
、
画
に
も

そ
の
ま
ま
右
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。
六
点
目
は
目
録
で
は
「
葛
原
菘
花
」
な
の

に
、
画
に
は
「
雨
後
東
山
翠
四
圍
深
陰
／
昼
鎖
老
僧
扉
春
風
昨
日
／
林
間
酒
猶

記
飛
花
點
妓
／
衣
」
と
な
っ
て
い
て
、
目
録
の
画
題
で
は
な
く
、
七
絶
の
題
画

詩
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
上
巻
の
題
画
詩
に
は
、
署
名
が
な
い
の
で
、
誰
の

詩
で
あ
る
か
俄
に
分
か
ら
な
い
。『
文
鳳
山
水
画
譜
』
坤
巻
の
附
録
広
告
に
「
帝

都
雅
景
一
覧
」
に
「
十
洲
小
栗
先
生
題
画
詩
」
と
あ
り
、『
帝
都
雅
景
一
覧
』

西
巻
の
奥
付
に
「
文
鳳
馬
聲
圖
」
と
あ
る
の
の
左
に
「
丁
卯
小
春
題
于
觀
海
／

詩
樓
十
洲
小
栗
光
胤
」
と
あ
る
の
で
、
東
西
巻
の
題
画
詩
は
小
栗
十
洲
の
筆
に

係
る
こ
と
が
分
か
る
。
上
巻
に
つ
い
て
、
か
よ
う
に
目
録
の
画
題
と
本
文
の
文

字
と
の
対
応
を
整
理
す
る
ご
と
き
記
述
は
、
別
の
機
会
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た

い
。

　

し
か
し
京
都
の
南
北
の
名
勝
の
画
譜
た
る
文
化
十
三
年
刊
行
の
下
巻
に
な
る

と
、
画
題
の
み
を
書
き
付
け
る
画
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
絵
画
の
み
か
、
題
画
詩

を
と
も
な
う
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
場
所
の
指
示
は
魚
尾
の
下
方
で
な
さ
れ
て

い
る
。
か
つ
題
画
詩
は
南
涯
岡
田
邦
彦
と
い
う
署
名
を
付
し
た
も
の
と
、
山
陽
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の
署
名
を
付
し
た
も
の
一
首
と
、
無
署
名
の
題
画
詩
と
が
九
首
あ
る
。
こ
の
無

署
名
の
九
首
は
初
印
本
に
は
、
す
べ
て
「
子
成
」
の
落
款
印
が
後
置
さ
れ
て
い

て
賴
山
陽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
他
に
「
一
雲
」
署
名
の

も
の
が
三
点
あ
る
。

　

二
編
の
南
巻
（
上
巻
）
に
は
、
賴
山
陽
が
記
し
た
序
文
が
見
え
る
。
こ
れ
を

読
む
と
山
陽
の
題
画
詩
十
首
は
書
肆
文
徴
堂
の
依
頼
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
「
帝
都
雅
景
一
覧
叙
」
は
『
賴
山
陽
全
書
』
の
文
集
巻

七
に
も
収
録
さ
れ
て
い
て
、
刊
行
よ
り
前
の
文
化
十
一
年
六
月
十
八
日
、
山
陽

三
十
五
歳
の
筆
に
係
る
こ
と
が
分
か
る
。

文
徴
堂
主
人
。
携
一
畫
卷
。
來
似
曰
。
是
圖
環
郭
諸
勝
者
。
其
東
西
業
已

刊
行
之
矣
。
今
將
嗣
刻
其
南
北
也
。
願
先
生
題
以
詩
。
且
序
之
。
余
取
而

觀
之
。
簽
曰
雅
景
一
覽
。
余
笑
曰
。
景
豈
有
雅
俗
哉
。
主
人
曰
。
不
然
。

東
山
之
麓·

鴨
河
之
濱
。
粉
黛
成
陣
。
絲
肉
羹
沸
。
是
景
之
俗
者
也
。
古

祠
老
刹
。
鳥
啼
花
落
。
是
景
之
雅
者
也
。
雅
者
非
費
幾
緉
屐
。
不
可
歷
閱
。

非
如
俗
者
一
覽
可
盡
也
。
此
卷
乃
使
其
亦
一
覽
可
盡
。
所
以
名
焉
爾
。
余

爲
注
疏
家
語
曰
。
亦
通
。
甲
戌
六
月
十
八
日
。
題
詩
旣
畢
。
因
錄
前
語
以

代
序
。
山
陽
外
史

文
澂
堂
主
人
、
一
画
卷
を
携
へ
来
り
て
似し
め

し
て
曰
く
、
是
れ
環
郭
の
諸
勝

を
図
す
る
者
な
り
。
其
の
東
西
は
業す

で已
に
之
を
刊
行
せ
り
矣
。
今
将
に
其

の
南
北
を
嗣
刻
せ
ん
と
す
る
や
、
願
は
く
は
先
生
の
題
す
る
に
詩
を
以
て

し
て
、
且
つ
之
に
序
せ
ん
こ
と
を
。
余
取
り
て
之
を
観
る
に
、
簽
に
雅
景

一
覽
と
曰
ふ
。
余
笑
ひ
て
曰
く
、
景
に
豈
に
雅
俗
有
ら
ん
や
。
主
人
曰
く
、

然
ら
ず
。
東
山
の
麓
・
鴨
河
の
浜
は
、
粉
黛
陣
を
成
し
、
糸
肉
羹
沸
く
。

是
れ
景
の
俗
な
る
者
な
り
。
古
祠
老
刹
、
鳥
啼
き
花
落
つ
る
は
、
是
れ
景

の
雅
な
る
者
な
り
。
雅
な
る
者
は
幾
緉
か
の
屐
を
費
さ
ず
ん
ば
非
ず
。
歷

閱
す
可
か
ら
ず
。
俗
な
る
者
の
如
き
は
一
覽
に
し
て
尽
く
す
可
き
に
非
ざ

る
な
り
。
此
の
卷
は
乃
ち
其
れ
を
し
て
亦
た
一
覽
に
し
て
尽
く
す
可
か
ら

し
む
。
所
以
に
焉
に
名
づ
く
の
み
、
と
。
余
、
注
疏
家
の
為
に
語
り
て
曰

く
、
亦
通
ぜ
ん
、
と
。
甲
戌
六
月
十
八
日
。
詩
を
題
す
る
こ
と
旣
に
畢
ん

ぬ
。
因
り
て
前
語
を
録
し
て
以
て
序
に
代
ふ
。
山
陽
外
史
。

　
『
賴
山
陽
全
書
』「
文
集
」
巻
七
で
は
、
好
尚
木
崎
愛
吉
氏
が
「
此
の
書
、
文

化
十
三
年
八
月
刻
成
る
」
と
し
た
後
に
、
十
首
の
山
陽
の
題
画
詩
を
す
べ
て
翻

字
し
て
い
る
。
こ
の
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
の
山
陽
題
画
詩
十
首
は
、
京
都
諸
処

の
名
所
旧
跡
に
つ
い
て
詠
じ
た
も
の
で
、
本
稿
で
取
り
扱
う
『
文
鳳
山
水
画
譜

（
遺
稿
）』
の
、
不
特
定
（
中
に
は
地
名
な
ど
が
詠
じ
込
ま
れ
て
場
所
の
特
定
で

き
る
も
の
も
あ
る
が
）
の
美
し
い
大
自
然
の
景
観
を
描
い
た
図
に
題
さ
れ
た
も

の
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、『
山
水
画
譜
』
の
山
陽
の
題

画
詩
の
ほ
う
が
、
文
人
の
意
境
を
反
映
す
る
題
画
文
学
と
し
て
は
普
遍
性
を
把

握
し
や
す
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
『
帝
都
雅
景
一
覧
』
の

山
陽
の
十
首
と
文
鳳
の
画
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
せ
ず
、

『
都
名
所
図
会
』
な
ど
の
記
述
と
、
各
所
に
ま
つ
わ
る
逸
事
や
寺
院
の
由
来
な

ど
を
対
比
し
て
他
日
の
機
会
に
譲
り
、『
山
水
画
譜
』
の
十
首
の
詩
の
分
析
を
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中
心
課
題
と
し
て
、
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
し
か
し
、
木
崎
愛

吉
氏
の
『
賴
山
陽
全
書
』
編
纂
の
偉
業
を
再
顕
彰
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
時

あ
っ
て
『
山
水
画
譜
』
の
題
画
詩
と
比
較
対
照
す
る
必
要
も
生
じ
う
る
た
め
に
、

十
首
の
翻
字
の
み
を
左
に
掲
げ
る
。

南藤　

森　

 

南
郊
名
勝
入
丹
靑
。
藤
杜
神
祠
先
眼
明
。
記
來
去
歲
探
梅
路
。

直
自
祠
邊
左
折
行
。

卽
成
寺　

 

猿
臂
成
功
志
不
違
。
長
將
遺
跡
託
禪
扉
。
驚
禽
時
蹴
林
花
落
。

尙
想
齊
紈
箭
底
飛
。

通
天
橋　

 

橋
畔
停
車
酒
半
醺
。
擁
橋
霜
葉
亂
紛
紛
。
豪
來
直
上
玉
龍
背
。

蹋
破
一
溪
紅
錦
雲
。

小
町
寺　

 

爭
寄
錦
箋
滿
玉
筐
。
銅
僊
腹
裡
徒
埋
藏
。
彼
姝
畢
竟
薦
何
福
。

寸
斷
人
腸
爲
佛
膓
。

梅　

宮　

 

西
澗
蹋
靑
移
步
遲
。
不
禁
裙
帶
被
風
吹
。
梅
花
祠
下
祈
何
事
。

綠
葉
成
陰
子
滿
枝

北糺　

川　

 

貪
凉
不
問
夜
如
何
。
人
語
稍
稀
水
韵
多
。
知
是
林
端
月
已
上
。

林
陰
缺
處
碎
金
波
。

松　

崎　

 

茅
舍
柴
門
晝
不
開
。
屋
頭
山
作
爛
銀
堆
。
當
時
萬
逕
人
蹤
滅
。

君
自
何
邊
寫
得
來
。

高
野
川　

 

溪
女
戴
薪
行
且
歌
。
溪
邊
一
路
幾
盤
陀
。
誰
言
溪
水
無
情
物
。

相
送
朝
朝
到
鴨
河
。

八　

瀨　

 

夫
擔
斧
斤
妻
戴
荆
。
寒
鄕
勿
笑
只
藜
羹
。
三
條
九
陌
烟
千
點
。

多
自
我
儂
鬟
上
生
。

鏡　

石　

 

誰
把
菱
花
委
遠
郊
。
千
年
猶
耐
鑒
秋
毫
。
慇
懃
野
草
醫
氷
質
。

不
爲
吟
人
照
二
毛

一
、
賴
山
陽
「
文
鳳
山
水
遺
稿
序
」

　

本
稿
の
主
眼
た
る
山
陽
の
題
画
詩
九
首
が
題
さ
れ
て
い
る
『
文
鳳
山
水
遺

稿
』（
内
題
、
題
簽
に
は
『
文
鳳
山
水
畫
譜
』）
は
、
架
蔵
本
に
よ
っ
て
、
書
誌

を
略
記
す
れ
ば
、
半
紙
本
（
縦
二
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
七
・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
乾
・
坤
二
冊
、
乾
巻
、
墨
付
き
（
絵
画
に
彩
色
有
り
）
十
八

丁
半
、
序
文
二
丁
、
本
文
十
六
丁
、
広
告
半
丁
、
坤
巻
、
墨
付
き
（
絵
画
に
彩

色
有
り
）
十
八
丁
半
、
中
、
本
文
十
六
丁
、
広
告
奥
付
二
丁
半
で
あ
る
。
魚
尾

に
は
「
山
水
画
譜
」
と
あ
り
、
丁
付
け
は
乾
巻
序
「
一
」
〜
「
二
」。
本
文
「
一
」

〜
「
十
六
」。
坤
巻
「
十
六
」
〜
「
三
十
一
」、「
正
寶
堂
藏
版
」（
二
丁
）
で
あ

る
。

　
『
遺
稿
』
と
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
画
人
文
鳳
の
没
後
の
編
纂
、
出
版
に
係
る
。

文
鳳
没
後
の
文
政
四
年
十
月
十
九
日
の
日
付
の
あ
る
山
陽
の
序
文
に
は
、
そ
の

間
の
経
緯
が
略
叙
さ
れ
て
い
る
。
文
鳳
の
画
風
が
、
四
条
円
山
派
を
継
承
し
つ

つ
も
、
師
匠
で
あ
る
岸
駒
の
大
胆
な
筆
致
を
よ
く
学
ん
で
い
る
と
す
る
発
言
も
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興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
左
に
翻
字
を
掲
げ
て
、
訓
訳
を
施
す
こ
と
と

す
る
。【

翻
字
】

京
師
之
畫
。
一
變
於
圓
翁
。
而
再
變
於
吳
叟
。
大
抵
主
輕
纎
妍
麗
。
一
時

匠
手
。
爭
慕
倣
之
。
而
岸
子
獨
以
粗
豪
之
筆
。
對
壘
不
下
。
而
河
村
文
鳳

山
人
踵
起
。
別
樹
一
幟
。
本
於
岸
氏
之
粗
豪
。
而
和
以
圓·

吳
之
纎
麗
。

至
其
結
圖
搆
局
。
則
出
於
自
己
之
營
運
。
洗
刷
灑
落
。
無
幇
襯
閑
筆
。
以

成
一
種
蒼
古
勁
鍊
之
風
。
是
佗
家
所
無
。
而
山
人
之
所
獨
造
也
。』
曩
圖

環
郭
諸
勝
。
爲
世
所
傳
稱
。
然
猶
掣
肘
於
寫
貌
。
未
能
大
傾
寫
胸
臆
。
此

卷
乃
爲
其
晩
際
絕
筆
。
峯
巒
竹
樹
。
開
合
變
化
。
恣
情
縱
筆
。
窮
極
能
事
。

眞
足
發
學
者
巧
思
也
。
前
後
皆
因
書
肆
文
徴
堂
主
人
之
囑
。
而
比
此
卷
成
。

主
已
沒
。
其
子
繼
志
。
謀
上
之
梓
。
請
予
一
言
。』
予
與
山
人
及
令
嗣
琦

鳳
相
知
。
又
識
堂
主
父
子
。
故
不
辭
而
書
。
嗚
呼
。
囑
畫
之
人
。
與
受
囑

之
人
。
皆
音
容
在
目
。
俯
仰
陳
迹
。
余
烏
得
不
援
筆
悵
然
哉
。

　

文
政
辛
巳
小
春
十
又
九
日
山
陽
外
史
題

【
訓
訳
】

京
師
の
画
、
円
翁
に
一
変
す
。
而
し
て
吳
叟
（
月
溪
）
に
再
変
す
。
大
抵
、

軽
纎
妍
麗
を
主
と
し
て
、
一
時
の
匠
手
、
爭
つ
て
之
を
慕
倣
す
。
而
る
に

岸
子
独
り
粗
豪
の
筆
を
以
て
、
對
累
し
て
下
ら
ず
。
而
る
に
河
村
文
鳳
山

人
踵つ

い
で
起
ち
、
別
に
一
幟
を
樹た

つ
。
岸
氏
の
粗
豪
に
本も
と

づ
き
て
、
和
す

る
に
円·

吳
の
纎
麗
を
以
て
す
。
其
の
結
図
搆
局
に
至
り
て
は
、
則
ち
自

己
の
営
運
よ
り
出
だ
す
。
洗
刷
灑
落
に
し
て
、
幇
襯
の
閑
筆
無
く
し
て
以

て
一
種
蒼
古
勁
鍊
の
風
を
成
す
。
是
れ
佗た

家か

の
無
き
所
に
し
て
、
山
人
の

独
り
造
る
所
な
り
。
曩
ご
ろ
環
郭
の
諸
勝
を
図
し
て
、
世
の
伝
称
す
る
所

と
為
る
。
然
れ
ど
も
猶
ほ
写
貌
に
掣
肘
せ
ら
れ
て
、
未
だ
大
い
に
胸
臆
を

傾
写
す
る
能
は
ず
。
此
の
卷
は
、
乃
ち
其
の
晩
際
の
絕
筆
為た

り
。
峯
巒
竹

樹
、
開
合
変
化
し
て
。
情
を
恣
に
し
筆
を
縦
に
す
。
能
事
を
窮
極
す
。
真

に
学
者
の
巧
思
を
発
く
に
足
る
な
り
。
前
後
、
皆
書
肆
文
徴
堂
主
人
の
嘱

め
に
因
り
て
比こ
の

ご
ろ
此
の
卷
成
る
。
主
已
に
沒
し
て
、
其
の
子
志
を
継
ぐ
。

之
を
梓
に
上
さ
ん
こ
と
を
謀
り
て
、
予
に
一
言
を
請こ

ふ
。
予
、
山
人
及
び

令
嗣
琦
鳳
と
相
ひ
知
る
。
又
堂
主
父
子
を
識
る
。
故
に
辞
せ
ず
し
て
書
す
。

嗚
呼
、
画
を
嘱
す
る
の
人
と
嘱
を
受
け
る
の
人
と
、
皆
音
容
目
に
在
り
。

陳
迹
を
俯
仰
す
れ
ば
、
余
烏い
づ
くん

ぞ
筆
を
援と

り
て
悵
然
た
ら
ざ
る
を
得
ん
や
。

　

文
政
辛
巳
小
春
十
又
九
日
山
陽
外
史
題

　

筆
致
が
、『
帝
都
雅
景
一
覧
』
の
序
文
よ
り
も
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
文
鳳
と
書
肆
文
徴
堂
主
人
と
が
と
も
に
近
時
永
逝
し
て
し
ま
っ
た
故

で
あ
ろ
う
か
。『
帝
都
雅
景
一
覧
』
に
お
い
て
、「
景
に
豈
に
雅
俗
有
ら
ん
や
」

と
、
書
名
に
冷
嘲
を
浴
び
せ
た
山
陽
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
書
肆
の
み
な
ら

ず
、
河
村
文
鳳
と
も
面
識
が
出
来
て
い
た
こ
と
は
「
音
容
目
に
在
り
」
の
一
句

に
看
取
さ
れ
る
。

　

山
陽
が
『
文
鳳
山
水
畫
譜
』
に
お
い
て
、『
帝
都
雅
景
一
覧
』
に
比
し
て
、

い
さ
さ
か
の
情
感
を
込
め
た
の
は
、
序
文
に
お
い
て
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
題

画
詩
に
お
い
て
も
、
出
来
映
え
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
、『
帝

都
雅
景
一
覧
』
に
お
い
て
は
、
漢
詩
の
初
心
者
で
も
作
り
得
る
七
言
絶
句
と
い
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う
詩
型
で
十
首
の
詠
を
な
し
た
の
に
、『
山
水
画
譜
』
で
は
、
す
べ
て
詩
型
は

五
絶
で
あ
っ
た
。
五
絶
は
近
体
詩
の
中
で
は
、
最
も
短
い
詩
型
で
あ
る
が
、
短

い
が
故
に
、
一
字
一
語
の
吟
味
選
択
に
詩
人
と
し
て
の
力
量
を
問
わ
れ
る
詩
型

で
あ
る
。
服
部
南
郭
以
降
あ
ま
た
刊
行
さ
れ
た
邦
人
の
漢
詩
文
集
の
中
に
も
、

七
絶
と
い
う
詩
型
が
な
い
詩
集
は
皆
無
で
あ
る
が
、
五
絶
が
存
し
な
い
も
の
は

少
な
く
な
い
。
散
文
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
漢
字
漢
語
の
意
味
や
機
能
に
熟
練

し
て
、
高
い
抽
象
的
な
表
現
力
が
求
め
ら
れ
る
五
絶
は
、
長
篇
の
古
詩
と
は
対

照
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
詩
人
が
專
家
か
否
か
が
一
目
で
分
か
る
試
金
石
で
も

あ
っ
た
。

　

そ
の
間
の
消
息
を
伊
勢
津
藩
の
儒
者
、
津
阪
東
陽
は
「
初
學
詩
訣
六
則　

絶

句
類
選
附
録
」（
国
立
国
会
図
書
館
『
東
陽
先
生
詩
文
集
』
巻
九
）
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
文
政
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
絶
句
類
選
』
に
は

「
詩
訣
六
則
」
は
見
え
な
い
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
。

【
翻
字
】

童
生
初
學
作
詩
、
先
由
其
易
以
進
其
難
、
須
專
攻
一
體
循
序
漸
進
、
必
從

七
言
絶
句
始
、
其
説
具
於
序
中
、
七
絶
方
得
手
、
便
須
學
五
律
、
次
則
七

律
、
然
後
始
可
及
五
絶
也
、
余
常
勸
童
習
者
、
莫
輕
作
五
絶
、
蓋
五
絶
者
、

古
樂
府
之
遺
躰
、
貴
冲
澹
而
婉
曲
、
起
手
突
如
、
結
得
攸
然
、
有
古
歌
口

氣
、
斯
爲
得
之
、
故
極
難
措
手
、
雖
喆
匠
其
猶
病
諸
、
余
見
初
學
之
徒
、

多
喜
其
節
短
語
少
、
輒
以
此
爲
入
門
之
路
、
殊
不
知
以
局
面
太
狹
、
格
跼

調
蹐
、
故
氣
韻
弗
伸
、
風
格
弗
匀
、
竟
不
可
得
成
功
、
徒
費
工
夫
而
已
、

若
學
者
既
到
能
五
絶
地
位
、
則
排
律
古
詩
自
在
也
、
是
詩
學
進
歩
之
階
級
、

不
可
不
知
也
。

【
訓
訳
】

　

童
生
初
め
て
作
詩
を
学
に
、
先
づ
其
の
易や
す

き
由よ

り
以
て
其
の
難
き
に
進

み
、
須す
べ
から

く
一
体
を
攻お
さ

め
て
序
に
循
ひ
て
漸
進
す
べ
し
。
必
ず
七
言
絶
句

従よ

り
始
む
。
其
の
説
、
序
中
に
具そ
た

ふ
。
七
絶
方ま
さ

に
手
に
得
れ
ば
、
便
ち
須

ら
く
五
律
を
学
ぶ
べ
し
。
次
は
則
ち
七
律
。
然
る
後
に
始
め
て
五
絶
に
及

ぶ
可
き
な
り
。
余
常
に
童
習
者
に
勧
め
て
、
軽
〻
に
五
絶
を
作
る
こ
と
莫

ら
し
む
。
蓋
し
五
絶
な
る
者
は
、
古
楽
府
の
遺
体
な
り
。
冲
澹
を
貴
ぶ
れ

ど
も
婉
曲
な
り
。
起
手
突
如
と
し
て
、
然
る
攸と
こ
ろに

結
び
得
た
り
。
古
歌
の

口
気
有
り
て
、
斯
ち
之
を
得
た
り
と
為
す
。
故
に
極
め
て
手
を
措
き
難
し
。

喆
匠
と
雖
も
其
れ
猶
ほ
諸こ

れ
を
病
と
す
。
余
初
学
の
徒
を
見
る
に
、
多
く

は
其
の
節
の
短
く
語
の
少
き
を
喜
び
、
輒
ち
此
を
以
て
入
門
の
路
と
為
す
。

殊
に
知
ら
ず
、
局
面
の
太
だ
狹
き
を
以
て
、
格
跼
調
蹐
な
り
。
故
に
気
韻

伸
ぶ
る
弗な

く
、
風
格
匀お
も
むき
弗
く
、
竟
に
功
を
成
す
を
得
可
か
ら
ず
し
て
、

徒
ら
に
工
夫
を
費
す
の
み
な
る
を
。
若
し
学
ぶ
者
既
に
五
絶
を
能
く
す
る

の
地
位
に
到
ら
ば
、
則
ち
排
律
古
詩
も
自
在
な
り
。
是
れ
詩
学
進
歩
の
階

級
に
し
て
、
知
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

稀
代
の
碩
学
鴻
儒
の
言
、
拳
々
服
膺
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
絶
が
古
詩
の
遺

体
に
し
て
、
し
ば
し
ば
仄
字
で
押
韻
す
る
な
ど
の
指
摘
も
、
こ
の
詩
体
が
初
心

者
で
は
及
び
難
い
所
以
で
あ
る
。

　

山
陽
は
か
か
る
難
度
の
高
い
詩
体
で
、『
山
水
画
譜
』
の
中
の
題
画
詩
を
す

べ
て
賦
し
た
の
で
あ
る
。
人
情
に
厚
か
っ
た
詩
人
の
美
質
が
発
揮
さ
れ
た
と
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い
っ
て
よ
い
。

二
、
賴
山
陽
の
作
に
係
る
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
乾
巻
の
五
絶

　
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
三
丁
裏
か
ら
四
丁
表
に
掛
け
て
見
開
き
で
川
の
岸
辺
で

農
夫
が
馬
小
屋
か
ら
引
き
出
し
た
馬
を
無
理
矢
理
に
橋
の
た
も
と
に
引
き
ず
り

出
し
て
、
向
こ
う
岸
に
渡
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
図
が
見
え
、
こ
れ
が
本
画
譜

で
山
陽
の
五
絶
が
題
さ
れ
た
も
の
の
嚆
矢
で
あ
る
。

　

馬
は
人
物
に
抵
抗
し
て
、
踏
ん
張
っ
て
渡
ろ
う
と
し
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

見
開
き
右
側
の
三
丁
裏
の
上
部
に
題
さ
れ
て
い
る
五
絶
は
「
非
有
錦
障
／
泥

臨
流
不
肯
／
渡
天
寒
未
／
飽
蒭
日
暮
／
空
郊
路
「
賴
」「
襄
」（
陰
刻
）」。

非
有
錦
障
泥　

錦
障
泥
有
る
に
非
ざ
れ
ば

臨
流
不
肯
渡　

流
れ
に
臨
ん
で
渡
る
を
肯が
え
んぜ

ず

天
寒
未
飽
蒭　

天
寒
く
し
て
未
だ
芻
に
飽あ

か
ず

日
暮
空
郊
路　

日
暮 

郊
路
空
し

　

第
一
句
「
錦
障
泥
」
と
い
う
の
は
、
晩
唐
、
李
商
隠
「
隨
宮
」
に
も
「
春
風

挙
国
宮
錦
を
裁
し
、
半
ば
は
障
泥
と
作な

り
半
ば
は
帆
と
作
る
」
と
詠
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
豪
華
な
錦
切
れ
を
馬
の
胴
や
足
に
巻
き
付
け
て
歩
行
の
際
に
泥

が
跳
ね
て
汚
れ
る
の
を
避
け
る
も
の
。
中
世
か
ら
近
世
近
代
に
か
け
て
の
日
本

の
読
書
人
が
、
暗
誦
し
て
詩
作
の
源
泉
と
し
た
『
古
文
真
寶　

前
集
』
に
は
、

盛
唐
、
李
白
の
「
紫
騮
馬
」
が
収
録
さ
れ
て
い
て
そ
の
冒
頭
の
四
句
は
「
紫
騮

行
き
且
つ
嘶
き
、
双
翻
す 

碧
玉
の
蹄
。
流
れ
に
臨
ん
で
敢
へ
て
渡
ら
ず
、
錦

障
泥
を
惜
し
む
に
似
た
り
」
と
あ
る
。
山
陽
の
起
承
句
は
明
ら
か
に
李
白
の
詩

句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
か
つ
て
は
画
人
も
漢
画
を
嗜
む
者
は
す
べ
て
作
詩
の
心

得
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
蕪
村
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
河
村
文
鳳
の
画
自
体
が
、
李
白
の
詩
句
か
ら
着
想
し
た
詩
意
図
で
あ
っ
た

可
能
性
も
高
く
、
山
陽
が
そ
れ
を
看
破
し
た
の
も
さ
す
が
に
慧
眼
で
あ
っ
た
。

文
鳳
は
す
で
に
冥
界
に
旅
立
っ
て
い
た
が
、
幽
冥
境
を
異
に
し
た
二
人
は
、
詩
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と
画
と
を
通
し
て
心
を
通
い
合
せ
て
い
た
。

　

画
中
の
農
夫
は
貧
故
に
馬
に
手
厚
い
保
護
を
施
せ
な
い
。
日
頃
の
世
話
が
行

き
届
か
な
い
が
故
に
、
馬
は
農
夫
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
川
を
ど
う
し
て
も

渡
ろ
う
と
し
な
い
と
い
う
の
が
前
半
。
後
半
は
馬
の
抵
抗
の
本
当
の
理
由
は
気

候
が
厳
寒
で
、
且
つ
飼
い
葉
桶
の
餌
を
も
腹
く
ち
く
な
る
ま
で
た
べ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
ろ
う
と
別
の
理
由
を
呈
示
す
る
。
馬
も
嫌
が
る
し
、
人
も
途
方
に
暮

れ
て
、
帰
路
を
急
ぐ
も
ま
ま
な
ら
な
い
焦
燥
感
が
髣
髴
と
す
る
詩
と
図
と
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
画
面
全
体
と
結
句
と
で
、
人
や
馬
の
焦
燥
感
は
ど
こ
吹
く
風

で
、
郊
外
の
田
園
の
夕
暮
れ
の
風
景
は
静
寂
に
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
山
陽
は

詠
じ
て
、
雅
俗
往
還
の
趣
向
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
に
鑑
賞
者
の
喜
怒

哀
楽
を
吸
い
込
ん
で
落
ち
着
か
せ
て
し
ま
う
静
寂
と
も
言
え
る
。
文
学
と
美
術

と
の
鑑
賞
の
要
諦
は
こ
ん
な
所
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

乾
冊
の
五
丁
裏
と
六
丁
表
と
の
見
開
き
に
は
画
面
奥
に
進
む
に
従
っ
て
流
れ

を
細
く
す
る
渓
流
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
左
手
奥
と
右
手
前
方
と
に
細
い
枝

を
複
雑
に
屈
曲
さ
せ
た
桜
花
が
枝
を
水
上
に
さ
し
の
べ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
水
面
の
手
前
と
画
面
の
奥
に
は
ほ
ん
の
り
と
藍
色
が
施
さ
れ
、
架
蔵

本
で
は
す
で
に
褪
色
し
て
い
る
が
、
桜
花
の
花
瓣
も
朱
色
で
細
密
に
点
綴
さ
れ

て
い
る
。
画
面
奧
の
水
辺
の
家
屋
の
壁
も
代
赭
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

　

五
丁
裏
に
書
き
付
け
ら
れ
た
題
画
詩
は
「
壓
流
花
競
開
下
有
／
撑
舟
客
花
影

碎
還
／
生
舟
行
不
見
跡
「
賴
」「
襄
」」。
行
分
け
を
し
て
、
訓
訳
を
添
え
れ
ば

次
の
如
し
。

壓
流
花
競
開　

流
れ
を
圧
し
て
花
競
う
て
開
き

下
有
撑
舟
客　

下
に
舟
に
撑さ
お
さす
客
有
り

花
影
碎
還
生　

花
影 

砕
け
て
還
た
生
ず

舟
行
不
見
跡　

舟
行
き
て
跡
を
も
見
ず

　

原
文
で
は
冒
頭
の
「
壓
」
の
字
に
雁
垂
が
な
い
。
篆
書
で
は
偏
や
垂
れ
が
省

略
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。「
撑
」
は
舟
を
進
め
る
、
棹
さ
す
と
い
っ

た
意
味
の
動
詞
。
文
鳳
の
絵
画
は
、
向
か
っ
て
右
側
の
五
丁
裏
に
は
画
面
全
体

を
岩
が
覆
っ
て
い
て
、
そ
の
前
に
桜
の
木
が
枝
を
差
し
の
ば
し
、
花
を
咲
か
せ
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て
い
る
。
根
本
ま
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
桜
木
は
岸
辺
に
立
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
岩
と
花
と
の
間
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
は
五
丁
裏

と
六
丁
表
と
の
境
界
で
あ
る
、
そ
こ
か
ら
向
か
っ
て
左
に
一
艘
の
小
舟
が
描
か

れ
て
い
て
、
船
頭
は
棹
を
操
り
な
が
ら
舟
を
立
っ
た
ま
ま
進
め
て
い
る
。
奥
の

ほ
う
ま
で
川
は
続
い
て
い
て
、
奥
で
は
流
れ
が
だ
ん
だ
ん
狭
ま
り
、
右
に
曲

が
っ
て
流
れ
て
い
て
、
そ
の
曲
が
る
前
の
突
き
当
た
り
の
箇
所
に
家
が
描
か
れ

て
い
る
。
そ
の
家
の
左
手
に
も
岩
が
あ
っ
て
、
そ
の
狭
間
か
ら
桜
が
枝
を
差
し

伸
べ
て
い
る
。

　

詩
の
解
釈
は
「
川
の
流
れ
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
桜
が
枝
を
さ
し
の
ば
し
、

そ
の
枝
に
は
あ
ま
た
の
花
が
妍
を
競
う
て
咲
き
誇
り
、
そ
の
花
の
屋
根
の
下
に

は
旅
人
が
棹
を
操
っ
て
舟
を
進
め
て
い
る
。
水
面
に
映
っ
た
花
の
姿
が
、
舟
の

搔
き
立
て
る
波
で
形
を
崩
し
た
が
、
す
ぐ
に
ま
た
元
通
り
に
な
る
。
舟
は
ど
ん

ど
ん
奥
に
進
ん
で
や
が
て
見
え
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　

川
を
覆
う
よ
う
に
咲
き
誇
る
桜
と
川
面
に
映
る
花
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
舟
が

進
む
に
つ
れ
て
起
こ
る
さ
ざ
波
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
、
ま
た
舟
が
通
り
過
ぎ

て
し
ば
ら
く
経
過
す
る
と
、
ま
た
川
は
凪
い
で
、
澄
明
な
鏡
の
よ
う
に
な
っ
て
、

く
っ
き
り
と
水
面
に
花
を
映
し
出
す
。
川
と
い
う
よ
り
も
鏡
の
よ
う
な
水
面
は
、

舟
が
通
ら
な
け
れ
ば
波
立
た
な
い
淀
ん
だ
淵
の
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
極

め
て
繊
細
微
妙
な
変
化
に
富
む
景
観
を
山
陽
は
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
微

細
な
消
息
を
漢
詩
で
詠
じ
る
の
が
山
陽
で
あ
っ
た
と
知
れ
ば
、
尊
皇
攘
夷
の
イ

デ
オ
ロ
ー
グ
と
い
う
軽
薄
な
偏
見
に
基
づ
く
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
山
陽
と
い
う

人
間
を
理
解
し
た
積
も
り
に
な
る
の
が
如
何
に
言
語
道
断
な
仕
儀
で
、
か
つ
近

現
代
文
学
研
究
者
の
多
く
が
そ
の
偏
見
を
払
拭
で
き
な
い
こ
と
を
知
る
。
こ
の

よ
う
な
繊
細
微
妙
な
消
息
を
表
現
し
う
る
彼
の
詩
人
と
し
て
の
本
領
を
捉
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、
日
本
の
詩
歌
を
論
じ
る
資
格
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
は
六
丁
裏
か
ら
七
丁
表
の
見
開
き
に
見
え
る
文
鳳
の
絵
画
と
、
山
陽
の
題

画
詩
と
を
見
て
み
る
。

　

右
手
の
前
面
に
は
、
楓
の
木
が
そ
び
え
立
つ
。
根
本
に
は
岩
が
わ
だ
か
ま
っ

て
い
る
。
画
面
中
央
は
向
か
っ
て
左
か
ら
右
に
向
か
っ
て
横
長
の
木
の
板
を
何

枚
も
繋
げ
た
橋
が
続
い
て
い
る
。
板
の
幅
は
ま
こ
と
に
狭
く
、
足
の
大
き
さ
く

ら
い
し
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
肩
に
左
右
両
端
に
魚
籠
の
よ
う
な
も
の
を

ぶ
ら
下
げ
た
天
秤
棒
を
担
ぐ
漁
師
の
よ
う
な
人
物
が
そ
の
細
い
板
橋
の
上
を
右

端
に
見
え
る
民
家
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
。
民
家
の
玄
関
に
は
階
段

が
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
橋
板
が
途
切
れ
る
と
す
ぐ
に
水
際
か
ら
登
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

遠
景
に
は
高
低
三
つ
ほ
ど
の
山
並
み
が
連
な
っ
て
い
て
、
雲
煙
に
覆
わ
れ
て

稜
線
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
山
頂
部
の
み
青
で
彩
色
さ
れ
て
、
雲
霧

の
上
か
ら
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
も
の
、
ま
た
低
い
灰
色
の
山
は
ほ
ぼ
全
容
が
見

え
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
左
の
山
々
の
前
に
は
草
で
覆
わ
れ
た

陸
地
が
見
え
、
川
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
た
土
坡
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
斜
面
の

す
ぐ
側
の
水
上
に
は
小
舟
が
漂
っ
て
い
る
。

　

詩
は
、「
沙
際
蛇
／
行
水
塘
／
頭
雁
齒
／
橋
漁
舟
／
閣
高
處
／
日
暮
落
／
寒

潮
」
と
配
列
さ
れ
て
い
て
、
訓
訳
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
落
款
印
は
連

印
で
「
頼
」「
襄
」
と
あ
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。
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沙
際
蛇
行
水　

沙
際
蛇
行
の
水

塘
頭
雁
齒
橋　

塘
頭 

雁
歯
の
橋

漁
舟
閣
高
處　

漁
舟 

高
き
に
閣お

く
処

日
暮
落
寒
潮　

日
暮
れ
て 

寒
潮
に
落
つ

　

詩
の
意
味
は
「
沙
浜
を
蛇
行
す
る
流
れ
、
つ
つ
み
の
傍
ら
に
雁
の
歯
の
よ
う

に
橋
板
が
続
い
て
い
る
。
漁
師
が
乗
っ
て
い
た
舟
が
陸
地
の
上
の
ほ
う
に
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
た
が
、
日
が
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
る
と
寒
々
と
し
た
水
が
満
潮

と
な
っ
て
せ
り
あ
が
り
、
川
の
中
央
に
向
か
っ
て
そ
の
舟
は
滑
り
落
ち
て
し

ま
っ
た
」
と
い
っ
た
も
の
。「
塘
」
は
土
手
、
堤
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
橋
の
架

け
ら
れ
て
い
る
両
岸
を
指
す
。「
閣
高
」
は
「
閣
」
が
据
え
る
、
置
い
て
お
く

の
意
の
動
詞
で
あ
り
、
上
に
あ
る
「
漁
舟
」
を
「
高
」
み
に
据
え
置
く
、
つ
ま

り
漁
師
が
釣
り
や
魚
の
捕
獲
を
終
え
て
舟
を
岸
辺
に
引
き
上
げ
て
お
く
こ
と
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。「
閣
」
は
楼
閣
な
ど
の
建
物
を
指
す
語
と
し
て
熟
し
て

い
る
が
、
も
と
も
と
は
動
詞
な
の
で
あ
り
、
扌
を
つ
け
た
「
擱
」
と
同
じ
で
あ

る
。

　

肩
に
担
ぐ
天
秤
棒
の
両
端
に
魚
籠
が
ぶ
ら
さ
げ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
秤
棒

で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、
橋
を
渡
っ
て
い
る
人
物
が
、
今
は
川
の
中
に
落
ち

て
漂
流
し
て
い
る
舟
に
乗
っ
て
い
た
漁
師
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

絵
画
の
中
の
時
間
は
正
に
結
句
の
、
日
が
暮
れ
て
冷
え
冷
え
と
し
た
川
の
水
が

満
潮
と
な
っ
て
岸
の
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
舟
の
下
の
砂
地
に
打
ち
寄
せ

て
は
そ
れ
を
崩
し
て
、
や
が
て
舟
は
波
に
運
ば
れ
て
沖
合
い
へ
と
流
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
絵
画
に
具
現
化
さ
れ
た
時
間
に
合
致
し
て
、
何
故
舟
が
沖
合
に

漂
っ
て
い
る
の
か
を
巧
み
に
説
明
す
る
の
が
転
結
句
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

山
陽
は
少
し
前
の
時
間
帯
に
画
面
奥
の
岸
辺
に
漁
師
が
舟
を
乗
り
捨
て
て
、

迂
回
し
て
左
の
端
か
ら
板
橋
を
渡
り
始
め
て
、
中
央
ま
で
進
ん
で
来
た
と
想
像

し
て
い
る
。
満
潮
に
な
っ
て
舟
が
水
に
運
ば
れ
て
沖
合
に
流
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
山
陽
と
文
鳳
と
が
共
有
す
る
想
像
裡
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
題
画
詩
に

よ
っ
て
、
鑑
賞
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
も
山
陽
・
文
鳳
と
そ
の
時
空
を
超
え
た
人

と
自
然
と
の
営
み
を
連
結
さ
せ
る
楽
し
み
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
当
今
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の
文
学
研
究
者
も
美
術
史
研
究
者
も
か
か
る
高
雅
な
詩
画
の
交
響
に
全
く
関
心

を
払
わ
な
い
し
、
鑑
賞
に
必
要
と
さ
れ
る
繊
細
な
読
解
力
を
も
涵
養
し
よ
う
と

は
し
な
い
。

　
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
の
乾
巻
の
七
丁
裏
、
八
丁
表
に
見
え
る
図
で
あ
る
。
山

と
川
と
の
狭
間
に
連
な
る
山
村
を
描
い
た
も
の
で
、
山
は
水
に
迫
っ
て
居
て
、

家
が
立
ち
連
な
る
陸
地
は
極
め
て
狭
い
。
向
か
っ
て
左
に
雪
に
覆
わ
れ
た
大
き

な
岩
山
が
盤
踞
し
、
そ
の
ふ
も
と
に
は
わ
ら
屋
根
を
す
っ
ぽ
り
雪
で
包
ま
れ
た

民
家
が
十
数
棟
横
に
列
な
っ
て
い
る
。
川
に
は
一
艘
舟
が
も
や
っ
て
あ
る
が
、

そ
の
日
よ
け
雨
よ
け
の
「
篷
」
も
ま
た
真
っ
白
な
雪
で
包
ま
れ
て
い
る
。
民
家

に
は
垣
根
も
添
え
ら
れ
て
い
て
、
壁
は
臙
脂
色
に
薄
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
遠
景

に
も
雪
山
が
列
な
っ
て
居
て
、
夕
闇
が
ひ
ろ
が
っ
て
白
い
そ
の
山
容
を
包
み
込

み
つ
つ
あ
る
。
上
空
に
は
烏
が
群
を
な
し
て
飛
ん
で
い
る
。

　

こ
の
画
に
山
陽
は
ど
の
よ
う
な
詩
を
題
し
た
か
。
画
上
の
文
字
の
配
列
は

「
不
看
蓑
笠
人
唯
見
雪
／
盈
舟
應
是
江
氷
合
／
寒
魚
不
上
鉤
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
訓
訳
す
る
。

不
看
簑
笠
人　

簑
笠
の
人
を
看
ず

唯
見
雪
盈
舟　

唯
だ
見
る 

雪
の
舟
に
盈み

つ
る
を

應
是
江
氷
合　

応ま
さ

に
是
れ
江
氷
合
し

寒
魚
不
上
釣　

寒
魚 

釣
に
上
ら
ざ
り
し
な
ら
ん

　

綿
帽
子
の
よ
う
な
雪
を
屋
根
に
積
も
ら
せ
た
家
〻
は
童
話
の
世
界
の
雪
景
の

よ
う
に
可
憐
で
あ
る
。
子
規
は
文
鳳
の
画
風
を
「
写
生
」
と
評
価
し
た
が
、
こ

の
「
写
生
」
は
い
わ
ゆ
る
客
観
的
写
実
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

主
観
を
発
揮
し
て
の
「
趣
向
」
立
て
に
よ
っ
て
想
像
力
を
喚
起
す
る
仕
儀
を
い

う
。
山
陽
の
詩
に
は
衆
人
熟
知
の
詩
と
し
て
、
唐
の
柳
宗
元
の
「
江
雪
」（『
唐

詩
選
』
所
収
）
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。「
千
山
鳥
飛
ぶ
こ
と
絶
え
、
万
径 

人

蹤
滅
す
。
孤
舟
簑
笠
の
翁
、
独
り
釣
る 

寒
江
の
雪
」
と
い
う
の
が
詩
の
本
文

で
あ
る
。
こ
の
柳
宗
元
の
詩
の
後
半
で
は
、
一
艘
の
小
舟
に
乗
っ
た
簑
笠
で
身

を
装
う
た
老
人
が
、
雪
の
降
り
し
き
る
川
の
ほ
と
り
で
た
っ
た
一
人
で
釣
り
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
詠
じ
て
い
た
が
、
山
陽
詩
の
第
一
句
の
「
簑
笠
」
と
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第
二
句
の
「
舟
」
と
は
そ
れ
を
踏
ま
え
る
。
し
か
し
柳
宗
元
詩
で
は
簑
笠
を
も

雪
で
包
ま
れ
た
ま
ま
舟
に
乗
っ
て
釣
り
を
続
け
る
漁
師
が
、
山
陽
詩
で
は
そ
の

姿
を
見
え
な
く
し
て
い
る
と
し
、
か
つ
、
雪
が
底
ま
で
降
り
積
も
っ
た
舟
が
見

え
る
だ
け
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
ま
り
の
寒
さ
と
水
面
を
氷
が
閉
ざ

し
て
い
る
ゆ
え
に
、
水
中
の
魚
も
「
釣
」
＝
釣
り
鉤
に
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
と
な
る
。
漁
師
は
已
に
釣
り
場
か
ら
離
れ
て
家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
、

柳
宗
元
の
詩
を
反
転
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
人
が
い
な
く
な
っ
て
放
置
さ
れ
て
い

る
雪
に
包
ま
れ
た
舟
と
い
う
の
が
、
絵
画
に
描
か
れ
た
一
艘
の
小
舟
で
あ
る
。

　

次
は
乾
巻
の
十
三
丁
裏
と
十
四
丁
表
の
見
開
き
に
山
中
の
滝
の
上
部
を
描
い

た
画
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
日
光
の
竜
頭
の
瀧
の
よ
う
に
全
体
に
横
幅
が
あ
り
、

細
流
が
分
岐
し
て
流
れ
落
ち
る
瀧
で
あ
る
。「
停
處
愛
漣
／
漪
瀉
時
憐
／
濺
沫

誰
把
一
／
泓
油
噴
爲
千
／
道
雪
」
と
い
う
文
字
の
配
列
だ
が
、
こ
れ
を
句
毎
に

行
替
え
し
て
訓
訳
を
添
え
る
。

停
處
愛
漣
漪　

停と
ど

む
る
処 

漣れ
ん

漪い

を
愛
し

瀉
時
憐
濺
沫　

瀉そ
そ

ぐ
時 

濺
沫
を
憐
れ
む

誰
把
一
泓
油　

誰
か
一
泓
の
油
を
把
り
て

噴
爲
千
道
雪　

噴
き
て
千
道
の
雪
と
為
せ
る

　

流
れ
が
滞
っ
た
箇
所
で
は
さ
ざ
な
み
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
す
ば
ら
し

く
、
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
る
際
に
は
そ
の
飛
沫
が
す
ば
ら
し
い
と
い
う
の
が
前

半
。
後
半
は
澄
み
切
っ
た
油
の
よ
う
な
水
を
千
本
の
雪
片
の
連
な
り
の
よ
う
に

噴
出
さ
せ
る
の
は
誰
の
し
わ
ざ
か
と
造
化
の
巧
み
に
驚
く
一
聯
で
あ
る
。

　

後
半
の
「
一
泓
の
油
」
が
「
噴
」
出
し
て
「
千
道
の
雪
」
と
な
る
と
い
う
表

現
は
、
中
唐
、
白
居
易
の
「
府
西
池
北
に
新
た
に
水
斎
を
葺
く
。
即
事
。
賓
を

招
く
。
偶
題
十
六
韻
」
に
あ
る
「
噴
く
時
は
千
点
の
雨
、
澄
む
処
は
一
泓
の
油
」

と
い
う
一
聯
を
踏
ま
え
る
。
前
半
の
措
辞
「
〜
処
」「
〜
時
」
も
白
詩
に
由
来

す
る
。

　

次
の
絵
は
、
乾
巻
十
四
丁
裏
と
十
五
丁
表
と
に
見
開
き
で
描
か
れ
た
画
を
印

刷
し
て
あ
る
。
山
道
を
、
下
僕
を
引
き
連
れ
た
人
物
が
馬
上
に
ゆ
っ
た
り
く
つ

ろ
ぎ
な
が
ら
進
む
構
図
で
あ
る
。
人
物
が
昂
然
と
ふ
ん
ぞ
り
か
え
っ
て
い
る
さ
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ま
に
、
満
ち
足
り
た
そ
の
心
境
が
髣
髴
と
す
る
。
主
人
公
の
意
気
の
昂
揚
し
た

様
子
と
対
照
的
に
馬
は
往
路
で
米
俵
な
ど
を
担
ぎ
、
そ
れ
を
役
場
で
降
ろ
し
て
、

や
っ
と
や
れ
や
れ
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
と
こ
ろ
を
、
帰
り
道
で
は
主
人
を

乗
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
苦
渋
が
、
う
な
だ
れ
た
表
情
か
ら
髣
髴
と
す
る
。
詩

は
「
城
中
輸
税
還
斜
照
／
家
何
處
馬
背
已
閑
／
空
不
妨
騎
汝
去
」
と
画
面
に
配

さ
れ
て
い
て
、
訓
訳
は
次
の
ご
と
し
。

城
中
輸
税
還　

城
中 
税
を
輸い
た

し
て
還
る

斜
照
家
何
處　

斜
照　

家
は
何い
づ

れ
の
処
ぞ

馬
背
已
閑
空　

馬
背　

已
に
閑
空
な
れ
ば

不
妨
騎
汝
去　

汝
に
騎の

り
て
去ゆ

く
を
妨
げ
ず

　

山
陽
の
詩
は
「
町
中
の
お
役
所
に
年
貢
を
納
め
て
の
帰
り
道
、
夕
陽
に
照
ら

さ
れ
る
光
景
の
中
、
ま
だ
ま
だ
家
に
到
着
す
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。

　

馬
の
背
中
に
は
行
き
に
は
年
貢
の
穀
物
が
積
ん
で
あ
っ
た
が
、
帰
り
は
す
で

に
荷
は
空
な
の
で
、
年
貢
を
お
さ
め
て
ほ
っ
と
し
た
お
い
ら
が
跨
が
っ
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　

人
物
の
満
足
げ
な
姿
態
の
理
由
が
こ
れ
で
了
解
さ
れ
る
。
下
僕
は
馬
に
乗
れ

な
い
の
が
、
身
分
制
社
会
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
な
ん
だ
か
冷
酷
な

印
象
を
添
え
て
い
る
。
文
鳳
の
構
図
に
は
身
分
制
社
会
へ
の
諷
刺
も
読
み
取
れ

る
。
馬
も
ま
た
意
気
消
沈
と
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
詩
と

画
の
交
響
に
よ
っ
て
、
や
や
詩
歌
に
な
り
に
く
い
卑
俗
な
情
念
が
活
写
さ
れ
て

い
る
。

　

次
の
文
鳳
の
図
は
、
十
五
丁
裏
と
十
六
丁
表
の
見
開
き
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

山
中
の
坂
道
を
親
子
連
れ
の
き
こ
り
が
降
っ
て
行
き
、
や
が
て
小
川
に
架
か
る

橋
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
処
で
あ
る
。
親
子
二
人
と
も
器
用
に
薪
を
束
ね
て
肩

に
担
ぎ
な
が
ら
坂
を
下
っ
て
お
る
。
山
陽
の
詩
は
「
伴
爺
去
斤
／
薪
日
暮
／
随

爺
後
／
衣
短
還
路
／
長
孃
今
炊
飯
否
」
と
画
面
に
配
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
訓

訳
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

伴
爺
去
斫
薪　

爺
に
伴
ひ
て
去
き
て
薪
を
斫き

り
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日
暮
随
爺
後　

日
暮 

爺
に
随
ひ
て
後お
く

る

衣
短
還
路
長　

衣
は
短
く
し
て
還ま

た
路
は
長
し

孃
今
炊
飯
否　

孃
は
今
飯
を
炊
ぐ
や
否
や

　

歌
謡
調
の
古
詩
の
風
格
を
備
え
た
五
絶
で
あ
る
。
津
阪
東
陽
の
言
辞
を
引
い

て
先
述
し
た
よ
う
に
、
五
言
絶
句
は
五
言
古
詩
と
峻
別
し
な
い
の
で
、
こ
の
詩

も
韻
目
が
上
声
二
十
五
有
韻
と
い
う
も
の
で
、
仄
字
で
押
韻
し
て
い
る
。「
爺
」

が
父
親
、「
孃
」
が
母
親
を
指
し
て
い
る
の
は
山
陽
に
白
話
、
俗
語
の
知
識
が

備
わ
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
。
も
っ
と
も
「
爺
孃
」
は
杜
甫
の
「
兵

車
行
」（『
古
文
真
寶
前
集
』、『
唐
詩
選
』
所
収
）
と
い
う
有
名
な
詩
に
も
「
爺

孃
妻
子
走
り
て
相
ひ
送
る
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
白
話
小
説
を
読
ま
ず
と
も
体

得
で
き
る
語
彙
で
あ
っ
た
。

　

詩
の
内
容
は
「
と
う
ち
ゃ
ん
に
従
っ
て
薪
を
切
り
出
し
に
山
に
入
っ
て
、
日

が
暮
れ
た
の
で
と
う
ち
ゃ
ん
の
後
を
追
っ
て
山
か
ら
下
り
て
来
た
が
ど
う
も
足

が
重
く
て
遅
れ
が
ち
だ
。
お
い
ら
の
着
物
は
つ
ん
つ
る
て
ん
で
足
が
う
ご
か
し

に
く
い
の
に
ま
だ
ま
だ
家
ま
で
は
た
ど
り
着
け
な
い
。
い
ま
ご
ろ
母
ち
ゃ
ん
は

夕
飯
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
に
」
と
い
う
、
誰
し
も

の
少
年
時
代
の
不
安
定
で
素
直
な
心
情
を
髣
髴
と
さ
せ
る
ほ
の
ぼ
の
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。「
と
う
ち
ゃ
ん
、
ど
ん
ど
ん
ひ
と
り
で
先
に
行
か
な
い
で
よ
。

お
い
ら
の
着
物
は
上
も
下
も
窮
屈
で
、
息
も
苦
し
い
し
、
足
も
う
ご
か
な
い
ん

だ
よ
」
と
か
「
も
う
暗
く
な
る
け
れ
ど
ま
だ
ま
だ
お
家
は
遠
い
の
、
で
も
今
頃

は
母
ち
ゃ
ん
が
き
っ
と
お
い
し
い
お
ま
ん
ま
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
ね
」

な
ど
と
い
っ
た
少
年
の
言
葉
が
耳
底
に
響
き
渡
る
と
も
の
と
し
て
、
右
の
詩
を

読
む
の
は
、
筆
者
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
正
に
「
写
貌
に
制
肘
」
さ
れ

ず
に
普
遍
性
を
獲
得
し
て
い
る
こ
の
詩
の
作
者
に
「
天
才
」
と
の
讃
辞
を
呈
す

る
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
。
絵
画
を
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
少
年
の
上
着
は
胸
が

は
だ
け
て
い
て
、
下
半
身
を
包
む
短
袴
は
、
膝
小
僧
ま
で
し
か
な
く
、
山
陽
が

「
衣
短
」
と
措
い
た
の
は
炯
眼
で
あ
る
。
こ
の
句
の
「
短
」
と
「
長
」
の
対
比

の
中
に
焦
燥
感
と
不
安
と
を
表
現
し
き
っ
て
い
る
の
も
尋
常
の
詩
人
の
技
巧
で

は
な
い
。
五
言
絶
句
と
い
う
最
短
の
漢
詩
の
ス
タ
イ
ル
の
中
で
、
き
こ
り
の
少
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年
の
帰
路
の
疲
労
と
父
親
へ
の
畏
敬
と
反
発
、
日
の
暮
れ
方
の
母
へ
の
思
慕
と

不
安
と
焦
燥
感
な
ど
、
父
母
を
頼
り
と
し
な
が
ら
も
自
立
へ
と
向
か
う
成
長
期

少
年
の
心
情
を
あ
り
あ
り
と
想
像
さ
せ
る
山
陽
の
詩
人
と
し
て
の
手
際
は
、
や

は
り
た
だ
者
で
は
な
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。『
日
本
外
史
』
に
よ
っ

て
、
幕
末
維
新
期
の
尊
皇
攘
夷
運
動
の
志
士
た
ち
を
鼓
舞
し
た
賴
山
陽
は
、
同

時
に
詩
人
た
る
べ
き
必
須
の
条
件
た
る
「
人
情
の
狩
人
」
と
し
て
の
資
質
の
持

主
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
賴
山
陽
の
作
に
係
る
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
坤
巻
の
五
絶

　
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
の
坤
巻
十
六
丁
表
は
、
下
の
画
像
の
よ
う
に
、
半
丁
一

杯
に
山
陽
の
五
絶
が
刻
さ
れ
て
い
る
。「
岸
頭
簑
笠
人
不
聽
流
／
水
音
終
日
所

何
得
一
／
魚
無
上
鉤
／
山
陽
外
史
題
「
賴
」「
襄
」」
と
あ
る
。
こ
れ
は
十
六
丁

裏
と
十
七
丁
表
に
見
開
き
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
絵
図
に
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

見
開
き
の
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
激
し
く
波
立
つ
渓
流
が
流
れ
落
ち

て
い
て
、
川
と
交
叉
す
る
斜
線
に
沿
っ
て
木
を
組
ん
だ
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
て

山
道
に
連
な
っ
て
い
る
。
渓
流
の
中
央
に
は
人
一
人
が
立
ち
う
る
よ
う
な
巌
が

あ
り
、
そ
の
巌
の
上
に
は
頭
蓋
の
み
を
蔽
う
笠
を
被
っ
た
釣
り
人
が
左
手
に
は

竿
を
持
ち
、
右
の
手
に
は
櫤
を
持
っ
て
い
る
。
竿
の
先
の
糸
は
魚
が
引
い
て
い

る
の
か
、
波
に
流
さ
れ
て
い
る
の
か
、
多
少
の
動
き
が
あ
る
。
釣
り
人
の
表
情

は
、
目
を
細
め
て
い
て
静
か
な
自
己
の
内
面
を
凝
視
し
て
い
る
よ
う
な
風
情
で

あ
る
。
超
俗
的
な
釣
り
人
で
あ
る
が
、
釣
果
あ
り
せ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
、
た
も
に

入
れ
よ
う
と
身
構
え
て
い
る
の
は
や
や
俗
な
姿
勢
か
。

岸
頭
簑
笠
人　

岸
頭 

蓑
笠
の
人

不
聽
流
水
音　

流
水
の
音
を
聴
か
ず

終
日
所
何
得　

終
日 

何
の
得
る
所
ぞ

一
魚
無
上
鉤　

一
魚
の
鉤
に
上
る
無
し

　

韻
字
は
下
平
声
十
二
侵
韻
で
あ
れ
ば
、「
音
」
と
「
針
」
で
問
題
は
な
い
の

だ
が
。
釣
り
針
は
一
般
に
「
鉤
」
と
表
記
す
る
し
、
こ
こ
も
「
鉤
」
と
見
え
る
。
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蹔
く
不
審
と
し
て
お
く
。

　

絵
画
を
見
る
に
、
渓
流
は
滔
々
と
流
れ
て
い
て
、
巖
や
岸
に
打
ち
つ
け
て
大

き
な
音
を
立
て
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、山
陽
は
承
句
で
「
流

水
の
音
を
聴
か
ず
」
と
す
る
。
耳
を
聾
す
る
よ
う
な
自
然
の
音
が
、
か
え
っ
て

そ
の
音
の
途
切
れ
た
時
の
静
寂
を
強
め
る
。
あ
る
い
は
単
調
な
轟
音
は
か
え
っ

て
静
謐
に
感
得
さ
れ
る
と
い
う
逆
説
が
確
か
に
人
間
の
生
理
に
は
あ
る
で
あ
ろ

う
。
芭
蕉
の
「
閑
け
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蟬
の
聲
」
は
、
そ
の
消
息
を
伝
え
る

典
型
的
な
句
で
あ
ろ
う
。

　

後
半
は
、
一
日
じ
ゅ
う
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
と
ど
ん
な
収
獲
が
あ
る
で
あ

ろ
う
か
、
と
問
い
か
け
て
、
全
く
釣
果
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
文
鳳
は
釣
り

人
に
櫤
を
持
た
せ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
今
や
鉤
を
く
わ
え
た
魚
が
い
る
と

し
た
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
山
陽
は
そ
れ
に
反
対
し
て
、
か
か
る
「
雅
」

な
る
絵
画
に
、
釣
果
が
挙
が
る
の
を
虎
視
眈
〻
と
た
も
を
持
っ
て
待
ち
構
え
て

い
る
と
い
う
の
は
よ
く
な
い
と
題
外
詩
を
以
て
批
判
し
た
と
い
う
読
み
も
成
立

す
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
画
譜
に
お
け
る
最
後
の
山
陽
の
五
絶
は
、
廿
一
丁
裏
と
廿
二
丁
表
の
見
開

き
の
画
面
に
印
刷
さ
れ
た
屹
立
す
る
岩
山
を
繞
っ
て
は
水
景
と
水
田
が
広
が
る

構
図
に
題
さ
れ
て
い
る
。

　

山
陽
の
題
画
詩
は
見
開
き
左
の
廿
二
丁
表
に
「
畫
筆
秋
毫
末
遊
／
蹤
春
夢
間

茫
〻
青
／
幾
點
莫
是
二
豐
／
山
／
山
陽
外
史
「
賴
」「
襄
」」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

畫
筆
秋
毫
末　

画
筆 

秋
毫
の
末

遊
蹤
春
夢
間　

遊
蹤 

春
夢
の
間

茫
〻
青
幾
點　

茫
〻
た
り 

青
幾
点

莫
是
二
豐
山　

是
れ
二
豊
の
山
な
る
こ
と
莫
か
ら
ん
や

　

こ
の
最
終
詩
ま
で
は
、
す
べ
て
が
特
定
の
場
所
や
時
間
を
限
定
し
え
な
い
、

つ
ま
り
特
定
の
オ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
に
付
帯
し
な
い
詩
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
本
詩
の
み
は
結
句
に
「
二
豊
の
山
」
つ
ま
り
豊
前
豊
後
の
山
〻
と
し

て
、
詠
じ
ら
れ
た
場
所
が
九
州
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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た
だ
そ
れ
も
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
九
州
旅
行
を
終
え
て
三
年
を
経
た

文
政
四
年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
て
、「
春
夢
の
間
」
と
お
ぼ
め
か
し
て
お
り
、

「
茫
〻
」
と
か
す
む
夢
の
中
の
情
景
と
す
る
の
で
は
あ
る
。
文
政
四
年
の
こ
の

題
画
詩
を
考
案
す
る
段
階
で
は
、
山
陽
が
理
想
郷
と
し
て
の
「
胸
中
の
山
水
」

に
近
い
も
の
は
、
九
州
で
寓
目
し
た
青
一
髪
の
山
〻
で
あ
っ
た
と
言
い
た
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

賴
山
陽
が
『
文
鳳
山
水
画
譜
』
に
寄
せ
た
九
首
の
五
言
絶
句
を
精
読
し
て
き

た
。
出
版
書
肆
文
徴
堂
主
人
と
画
家
河
村
文
鳳
へ
の
追
悼
の
念
も
相
俟
っ
て
、

こ
れ
ら
の
題
画
詩
は
完
成
度
の
高
い
、
ま
さ
に
山
陽
の
漢
詩
人
と
し
て
の
才
能

の
い
か
ん
を
存
分
に
窺
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
山
陽
の
文
鳳
画
へ
の
評

語
そ
の
ま
ま
借
り
れ
ば
正
に
「
大
い
に
胸
臆
を
傾
写
」
し
、「
情
を
恣
ほ
し
い
ま
まに

し
筆

を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
」
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四
季
折
々
、
あ
る
い
は
朝
夕
の
大

自
然
の
鳥
瞰
図
的
な
、
あ
る
い
は
接
写
図
的
な
刻
々
の
変
化
の
瞬
間
を
逃
さ
な

い
叙
景
詩
人
と
し
て
の
力
量
、
主
人
と
下
僕
、
あ
る
い
は
親
と
子
と
間
の
親
し

み
と
反
発
と
い
っ
た
人
情
の
機
微
を
掬
い
取
る
抒
情
詩
人
と
し
て
の
力
量
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
達
成
が
確
認
で
き
た
。
か
か
る
、
日
本
文

化
史
上
の
至
宝
を
、
捨
て
て
顧
な
い
ま
ま
、
進
め
ら
れ
て
来
た
日
本
の
近
現
代

の
文
化
、
依
然
と
し
て
一
世
を
風
靡
す
る
軽
佻
浮
薄
な
「
国
際
化
」
礼
賛
の
風

潮
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。


